
－518－　　　　　　　　　　　　東北農業　研究　　第18　号　（1975）

その1蛾産卵数も12粒と極めて少なかった。引き続　　　これらの結果は，硫虜アトロピソが底虚ピロカルビ

いて塩酸ピロカルビソを散布すると，今度はほとんど　　ソの産卵促進効果に対して，明らかに括抗作用を有す

の蛾が産卵を開始し，その1蛾平均産卵数もか1粒と　　ることを示している。

急増した。

第2表　産卵に対する自律神経毒の培抗作用

試　　　　　 験　　　　 区 1 4 ～ 1 6 時 1 占～ 1 8 時

散　 布　 薬　 液 散　 布　 時　 期 産 卵 蛾数 1蛾産卵数 産 卵 蛾数 1 蛾産卵数

無　　　　 処　　　　 理 －
シィ 。ガ 　 粒

8 5
1シ 1 D ガ 　 粒

2 （川

P （塩酸ピロカルビソ） 割 愛 直 後　〝 ㌦ 巨
2 2 1

1ヱ／了。 15 2

A （硫酸 アトロ　ピソ） ン 丁。
0

ヱ弓 。 10 2

P ． A

A ． P

割愛直後 ・2時間目

．ケ　 〝

与／丁。 20 7 シ 丁 。 58

シ ィ。 1 2 ヱ弓 。 2 9 1

注．薬品踵…・支124号，羽化月ヨ・‥・9月27日

産卵数は産卵蛾の1峨当りの平均産卵数を示す。

また成績は表示していないが，塩酸ビロカルビソま

たは硫酸アトロピソ散布蛾の卵管及び輸卵管を，0．75

多生理食塩水中に取り出して嬬動遅効を観察した結果，

無処理蛾との間にはいずれの場合も明らかな差異は認

められなかった。また両案液中における未交尾蛾の卵

管の状態を，蒸留水の場合と比較したが煽動運動はい

ずれの場合もほとんどみられなかった。

これらの観察結果などから，自律神経毒は卵管や輸

卵管の揺動運動とは特別な閑適を有しないものと推察

された。

4　ま　　と　　　め

カイコ蛾の産卵を誘発する要因としては神経系のほ

かに，精子の行動や卵管・輸卵管の嬬動運動にも関係

があることが知られている。

本実験に供試した自律神経毒の一種である塩酸ビp

カルビソ及び硫酸アトロピンは，前報（1972）及び今

回の実験結果から考え合わせて，恐らく産卵に関係す

る神経系に対して直接または間接的に作用して産卵を

誘発または抑制するものと推察された。

特に産卵に対して塩酸ピpカルビソと硫酸アトロピ

ソとの間にみられた括抗作用は，カイコにおいても脊

椎動物と同様に副交感神経系に匹敵するような神経系

の分化が存在するのではないかとも思われた。

微生物虐薬チュウリサイドの蚕に対する毒性
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（岩手県蚕業試験場）

1　ま　え　が　き

合成化学的農薬による環境汚染がますます深刻化す

るなかで，残留・汚染の心配のない敏生物農薬への関

心が急速に高まってきている。各垣の病原体の中で

飢抑兢厄・沌m向直湖心及びその類縁菌の産生する

結晶性毒素を有効成分とするB T剤が最も有望であり，

欧米では十数年前から殺虫剤として使用されてきてお

。，日本でもその使用法が検討されていると）しかし

Bで剤は盃をはじめとする麟建目昆虫を中心に約200

瞳に及ぶ昆虫に対し急性中毒症状を引き起こし，舞死

に導く極めて盛い毒性を持っているため養蚕業の盛ん
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な我が国における本剤の使用は，大きな危険性をはら

んでいると考えなければならない三・4，5）

そこでBT弄り（チュウリサイドを中心として）の蚕に対する

毒性に関する基礎的資料を得る目的で次のような試験を

行った。すなわちBT製剤の母体となる月．fA払γi几∫i‘几∫わ

の系統は各製剤同一というわけでなく，また毒素のほか

に芽胞を含むもの（いわゆる生菌）と芽胸を殺滅したも

のの区別があり，内容的にもかなり相異があるため，

これらの製剤について毒性の比較及び汚染桑薬の残毒

日数について試験を行ったのでその概要を報告する。

2　試　験　方　法

1　B T剤の蚕に対する毒性比較

チュウリサイドA，チュウリサイドB（クミアイ化

学工業駄），アローB TlOl，アローB T dOl（東亜

合成化学工業KR）の4種類のB T剤をそれぞれ10倍

段階希釈して10‾310－4，10‾5，10■6，101

10‾8のd段階の濃度液を作り，これを桑葉に塗抹し

風乾後，日151号×支151号の2齢起蚕（1区20頭

の2遵制）に7日間連続給与し蚕に対する影響を調べ

た。日別死亡蚕数，蚕体重及び発育状況を調査しLD50

（－10g），致死させない濃度及び発育遅延をきたさ

ない濃度を求めた。

なおアローB TlOlは殺芽胞製剤であり，その他の

第1表　　BT剤の蚕に対する毒性比較

5薬剤は芽胞を含む生菌製剤である。

2　Bで剤汚染桑葉の蚕に対する残毒

桑園へB T剤を直接散布した桑薬の給与による蚕へ

の影響と圃場における解毒日数を知るために，チュウ

リサイドA及びチュウリサイドBの1，ODO倍液（常用

濃度）をポット梅のクワに散布し，一定期間後に蚕に

給与しその影響を調べた。

5　試　験　結　果

供試した4薬剤の蚕に対する毒性の比較は第1表に

示すとおりである。2齢起蚕～5齢期の給与において

4薬剤はいずれも10‾5まで死虫率100帝の短めて強

い毒性を示し，1D50（－10g）は5．55～ム15の範囲

にあった。

また致死に至らない濃度においても経過の不斉や発

育の遅延がみられた。発育遅延をきたさない濃度は次

のように算出した。すなわち対照区がすべて4齢起蚕

になった時点（2齢起より7日後）での発育状況と給

与5日後，5日後及び7日後の蚕体重との比較により

発育が阻害されているかを判定した。

判定の基準としては発育状況において5齢以下の蚕

が存在しないで，かつ蚕体重指数が90以上の濃度を

発育遅延をきたさない濃度とした。この発育遅延をき

たなない濃度はいずれの薬剤も10－8であった。

供試 B T 剤 連　 制

中 毒 死 虫 数 （蚕 体 重 指 数 ＊ ）
1 D 5 0

（－1 0 g ）

致 死 させ

ない濃度

発 育遅延

をきた さ

ない濃度
濃　　　　　 度

1 0 ‾3 1 0 ‾4 1 0 －5 1 0 ‾6 1 0 ‾7 1 0 ‾8

チュウリサイドA

Ⅰ 2 0 2 0 2 0 2 （5 2） 0 （84） 0 （75） 5．6
10‾叉′10‾7 1 0 ‾8

皿 2 0 2 0 2 0 2 （5 7） 0 （8 0） 0 （9 2 ） 5．6

チュウリサイドB

Ⅰ 2 0 2 0 2 0 0 （24） 1 （9 7） D （7 1） 5．5 5
10‾又．1『 7 1 0 ‾8

Ⅱ 2 0 2 8 2 0 2 （2 2） 1 （79 ） 0 （108 ） 5．6 5

アローB T lO l

Ⅰ 2 0 2 0 2 0 5 （52） 1 （82 ） 0 （9 2） 5．8
10「L lO‾電 1 0 ‾8

Ⅱ 2 0 2 0 2 D 12 （41） 1 （8 4） 0 （8 4） 6．1 5

アローB T dO l

Ⅰ 2 0 2 0 1 9 8 （80） 0 （58） ロ （90） 5．8 5
10 1 101 1 0 ‾8

Ⅱ 2 0 2 0 2 0 1 （dO） 0 （5 8） 0 （9 7） 5．5 5

＊　対照区蚕体重を100とした場合の給与7日後の蚕体重

注．1）供試蚕品種：日151号×支151号，20頭

2）供試蚕齢：2齢起蚕
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BT剤汚染桑秦の蚕に対する残留毒性は・改布55　　と考えられるが，一般に日照時間の多い時期には解毒

～57日後まで認められ・特に20日後までは強い毒　　日数が短縮され，また蚕の齢が進むにつれてBT剤に

性を示した（第2義）。解毒日数は蚕軌気象条件，　対する抵抗性が増大する僚向が認められた。

蚕齢及び薬剤によって共なり，試験の椒み重ねが必要

第2表　　チュウリサイド汚染桑集の蚕に対する残毒

査　　 期 区 供 試 蚕 齢

中　 毒 死 虫　 率

蚕　　 期 区 供 試 蚕 齢

中　 毒　 死 虫 率

チ ュ ウ リ

サ イ ドA

チ ュ ウ リ

サ イ ドB
チ ュ ウ リ

サ イ ドA

チ ュ ウ リ

サ イ ドB

初 秋 蛋 期

1 0　 日 1 飴 1 日 臼 1 0 0 ％ 1 0 0 98

晩 秋 蚕期

8　 日 5 齢 起 蚕 1 0 0　 珍 1 0 0　 ％

2 1 日 2 齢 1 日 目 5 5 2 7 1 5　 日 1′ 1 0 0 1 0 0

5 7　 日 1 離 1 日 日 5 0 1 5 2 0　 日 l′ 9 0 7 5

5 0　 日 2 鹸 1 日 目 0 0 5 0　 日 ．ゲ 5 4 0

対　 照 1 齢 1 日 日 0 D 5 5 日

対 照

〝

〝

1 0

0

1 5

05　 日 5　 齢 起 査 1 0 0 1 0 0

注　供試蚕品種及び供試頭数

初秋蚕期：日152号×支152号　50頭

晩秋蚕期：日124号×支124号　20頚

4　　考　　　　察

供試した4薬剤は各種のB T製剤のなかでも強毒性

グループに属するものであるがア）蚕に対する毒性は極

めて強いことから養蚕への影響が費慮される。しかし

B T製剤を桑園に直接散布するわけではないので，養

蚕近接地におけるB T剤散布が養蚕農家においてB T

による蚕病発生の因果関係に問題が集中されている。

更にBT剤による蚕の発育遅延が10‾6～10－7とい

う非常に薄い濃度で起こるという点に間貸があり，養

蚕の現場では生育期間の延長及び生育の不斉というこ

と自体に問題があると考えられる。また微量（致死量

以下）の殺虫剤を蚕に食下させるとウイルス病に対す

る感受性が高くなることが報告されておけ8・9）BT

剤も例外でなく且土人払γ几∫わ耶タ　と蚕病ウイルスと

の共同作用により6～病毒発生の比率が高くなると－いう

問題もある。

このように養蚕業の立場からB T剤の実用化には多

くの問題，すなわちBで剤の土壌中における増殖，BT

の死滅と消毒法，貯桑中における増殖，蚕に対する残

毒日数，抵抗性蚕品種の育成，蚕に対する低毒性BT

系統の製剤等がある。これらの問題を十分にかつ早急

に解決しなければならないと考えられる。

5　摘　　　　　要

1徽生物農薬B T剤（主にチュウリサイド）の蚕

に対する毒性の比較と汚染桑薬の残毒日数を調べた。

2　チュウリサイドA，チュウリサイドB，アロー

B TlOl及びアローB T dOlは蚕に対する毒性は極め

て強く，もD50（－10g）は5．55～占．15であった。

5　致死させない濃度において発育の遅延が認めら

れ，発育遅延をきたさない濃度は4薬剤とも10－8

であった。

4　チュウリサイド汚染桑葉の蚕に対する残留毒性

は散布55～57日後まで認められ，特に20日後まで

は死虫率100％の慮い毒性を示したが，50日後では

解毒された。
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